別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名：飼料安全性確保強化対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養豚養鶏担当　電話番号：058-272-1111（内2876）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：622千円（前年度予算額：792千円）

	事業内容


	１　事業の内容


飼料の安全性の確保のため、「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律（飼料安全法）」に基づき飼料製造・販売業者、畜産農家に対し、状況の調査・指導を行います。
特に牛飼料へＢＳＥの原因となる肉骨粉等が混入しないために必要な措置がとられているかの確認を行います。また、飼料の使用段階における給与内容の調査、飼料の安全性に関する啓発、薬剤耐性菌の検査を行います。

	２　所要経費


・旅費（飼料採取、会議出席旅費）　60千円

・消耗品費（検査試薬等）　　156千円

・燃料費（巡回指導）　　220千円

・印刷製本費　70千円

・光熱費、通信運搬費　　116千円　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
５ 安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる
・安心、安全でうまい畜産物を作るため、家畜の飼料の安全性を高めるため検査を実施しています。
	２　これまでの取組状況


平成２２年度は、飼料業者約９５件、畜産農家約100件の巡回を行い、製造及び保管の状況、給与段階における飼料の安全性について調査・指導を実施しました。また、135件の薬剤耐性菌の検査を行い、飼料中の抗生物質の影響を調査しました。
	３　これまでの取組に対する評価


畜産農家、飼料等販売業者、飼料製造業者に対する飼料安全法令等に基づく立入検査・巡回指導、啓蒙を行うことにより、ＢＳＥ発生防止に係る飼料の取扱いの状況の確認並びに飼料の適切な取扱いに関する周知を実施しました。
現在、県内においてＢＳＥ発生防止にかかる飼料規制の不適切事例の発生件数は昨年同様０件でした。

今後、安全な畜産物の生産に対する意識の向上させるため立入検査・巡回指導を実施します。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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